
【資料２】

【参考】　事業再評価の視点と対応方針の分類について

事業再評価の視点

（１）　事業の必要性

　　ア　　事業を巡る社会経済情勢等の変化　　イ　事業の投資効果

 ・ 投資効果があり、社会経済情勢等の変化に対しても適合している → A～C
 ・ 投資効果はあるが、社会経済情勢等の変化に適合していない → D
 ・ 投資効果がない → E

（２）　事業の実現見通し

　　ア　　事業の進捗状況　　イ　事業の進捗の見込み

　　ウ　　事業費の見込み　　エ　コスト縮減や代替案立案等の可能性

 ・ 完了時期の実現可能性が高い → A
 ・ 完了時期の見通しあり → B
 ・ 一定の進捗は見込まれる → C
 ・ 当面進捗が見込めない

⇒コスト縮減や代替案立案等の可能性を判断

　・ 可能性あり → D
　・ 可能性なし → E

（３）　事業の優先度

　　ア　　重点化の考え方　　イ　　事業が遅れることによる影響

 ・ （事業が遅れることによる）影響が極めて大きい → A
 ・ 影響が大きい → B
 ・ 影響が小さい → C
 ・ 影響が極めて小さい → D
 ・ 影響なし → E

対応方針の評価分類

　【事業継続：Ａ】 完了時期を宣言し、重点的に実施するもの

　【事業継続：B】 予算の範囲内で着実に継続実施するもの

　【事業継続：Ｃ】 限定的な実施にとどまるもの

　【事業休止：Ｄ】 複数年にわたって予算の執行を行わないもの

　【事業中止：Ｅ】 事業を中止するもの


